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全国知事会議における各知事発言要旨（オリンピック関係・未定稿） 

 

平成26年7月15日(火)10:10頃～10:20頃 

唐津シーサイドホテル「虹」 

 
【舛添東京都知事】 
○ ２０２０年大会は、東京だけでなく、日本全体の魅力を発信していくことが

重要。どの地域にどのような方が来られても対応できるようおもてなしをし
たいと思っているので、皆様方のお知恵をお借りしたい。 

○ ２０２０年オリンピック・パラリンピックを迎えて、是非全国知事会の中に

都道府県で協力・連携を行える組織を設置して連携プレイができればと思う
ので、是非ご検討をいただきたい。 

【山田会長（京都府知事）】 
○ 東京オリンピック・パラリンピックについてはオールジャパンで取り組んで

いかないといけない。各府県が一番に持っているものを世界にアピールして
いくチャンスにしていくことが、日本の大きな原動力になる。 

○ しかし、バラバラに取り組んでいると、せっかく来られた方がどこでどうい

う形になっているか分からず、かえって混乱してしまってはいけないので、
全国知事会の中に都道府県間で協力・連携を行える組織を全知事に参加して
いただいてオリンピック推進本部をつくったらどうか。 

【仁坂和歌山県知事】 

○ 今回の提案は、誠にごもっともで大賛成。 

○ 東京オリンピック・パラリンピックの前年にラグビーのワールドカップがあ

る。また、関西広域連合では東京オリンピック・パラリンピックの次の年は
関西ワールドマスターズゲームズ2021をみんなで招致しようとなっている。 

○ こういう点にも着目をしていただき、日本全体でこういうものを盛り上げて

いくということで、併せて配慮していただきたい。 

【達増岩手県知事】 

○ 東京オリンピックというのは自治の祭典でもあるということで、大いに賛成
したい。 

【福田栃木県知事】 
○ ２０２０年の東京オリンピックに向け、一応援団員として頑張っていきたい。 

○ ８キロ圏内で開催をする当初の案を見直して、若干広域化をはかることが日

本全体の発展にも繋がっていくし、あるいは、世界からおいでいたいた観光
客の皆さんも動きやすくなると思うので、見直しについては大いに賛同。 

○ 関東地方知事会としては多言語対応協議会を設置していただき感謝。 
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【飯泉徳島県知事】 
○ （オリンピックは、）スポーツの祭典であるとともに、文化の祭典。 

○ 新しい文化の在り方をオリンピックに併せてやっていくことも知事会をあげ

てやっていければと思う。大賛成。 

【川勝静岡県知事】 
○ 今回の提案に心から賛同、また会長さんからの支持発言も大変ありがたい。 

○ 先般、阿部知事の提案により新潟・長野・山梨・静岡で「山の日本」という

ことで連合していこうという話があった。また、古都、奈良・京都だけでな
く関西、近畿、四国、中国、九州を含む海の日本、北海道・東北の豊かな森
というものがある。 

○ そうした森、海、山、そして見事な東京のモダンな姿と非常に豊かな多様性

のある日本を示す絶好の機会だということで、広域的な連携をするための組
織をつくっていただきたい。 

【中村愛媛県知事】 
○ 大変いい提案。 

○ オールジャパンの取り組みがあるときは、知事会がスムーズに動けるような

制度をこの機会につくったらいいということを感じる。 

○ その時に一番ネックになるのは距離と運賃の問題。こういうオールジャパン

の時に、期間も限定されており、国に働き掛けて、外国から訪れた方の運賃
を引き下げるような特別な制度があってもいいのではないか。 

【浜田香川県知事】 

○ 我々地方で事前合宿とか観光の話にしてもバラバラではいけない。 

○ その裏返しというか、むしろ国の方でも情報が断片的になってしまうと右往
左往しかねない。そういう意味で今回の提案は本当にすばらしい、誠に大賛
成であります。 

○ 知事会に設けるその組織に、国でも一元的な情報提供なりしていただきたい。

また、知事会の方で組織をつくるにあたって要請していただければありがた
い。 

【嘉田滋賀県知事】 

○ 今回の提案に大賛成。 

○ オリパラという障害者スポーツに併せて、文化の方も障害者芸術というもの

を是非、セットで考えていただきたい。 


